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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，社会科での，他者との関係構築的な認識形成の評価方略の解明である。そ
の際，関係構築のための「学習者中心のデザイン」援用の有効性を実証的に明らかにした。成果の１点目は，社会科評
価の問題点として，他者性の欠如，価値判断の評価の不備，解答しつつ「新たに学ぶ」ことの欠如を指摘した。２点目
は，社会科の「かかわりの知」と学習科学での「学習者中心のデザイン」による評価基盤「足場かけ方略」11策を明ら
かにした。３点目は，開発した評価問題を中学校社会科で試行し効果を検証し，これらの有効性を実証的に明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify a strategy of performance assessment for thinking 
through relationship building with others, as assessment for argumentation by “scaffolding” in social 
studies. “Scaffolding” is important to promote thinking through relationship building in assessment for 
argumentation of social studies. And therefore, empirically, this study clarify that use of LCD is so 
effective, through the practice of lesson and assessment. The results indicate the validity of this 
method with regard to 1) lack of otherness, inadequacy of value judgment proceedings, and lack of 
“scaffolding” to learn through answer; 2) To overcome these problems, 11 strategies based on 
citizenship framework and LCD framework, 3) the results indicate the validity of this method with regard 
to the practice of lesson and assessment in social studies for junior high school students.

研究分野：社会科教育
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１．研究開始当初の背景 
「なぜ，『他者との関係構築的な認識形成』
について，社会科固有のペーパーテスト開発
か。」それは，社会科の究極目標「社会の形
成者としての市民的資質」の育成が，評価す
る手続きにおいて未だ要領を得ないため，社
会科の現場は「用語の暗記」に堕してしまい，
正鵠を射ることを断念しているからである。
殊に大きく的を外した中等社会科における
授業実践の常態化から，我が国における中学
生の市民的資質育成が著しく疎外され続け
ている状況を打開する一手立てとして，「他
者との関係構築的な認識形成」を目指す社会
科固有のペーパーテスト開発は喫緊の課題
である。同時に本研究は，今般の教育課程改
訂の一根拠である，PISA 型読解力等，国際
標準の学力（アーギュメンテーション）向上
に社会科としてアプローチすることに他な
らない。2003，2006，2009 年実施の PISA
（15歳：ペーパーテスト方式）には，社会科
の目標と齟齬があるものの，社会事象の特定
場面を切り取り，アーギュメンテーション評
価が意図された事例が頻繁に散見される。 
学問的に社会科は「社会認識形成を通した
市民的資質の育成」と一般化される。極言す
れば，社会科は「平和で民主的な国家･社会
の形成者」としてのよりよき市民 (good 
citizenship)，つまり「市民的資質」を育成す
るためにある。翻って，「社会科における市
民的資質の評価は如何か」。残念ながら，社
会科における市民的資質評価の研究は未だ
十分とは言えない。むしろ，社会科学の解が
内包する多義性･多様性，市民的資質が伴う
規範性などを背景に，「唯一解に収斂しない」，
「態度評価からは引き下がるべき」とする科
学教育の立場から市民的資質評価の研究は
敬遠されてきた。近年，我が国の社会科教育
研究は，市民的資質の直接的な育成が奔流と
なり，「意思決定」「合意形成」「社会形成」
等，価値判断を伴う「他者との関係構築的な
認識形成」を目標原理とする市民社会科がさ
かんに主張される。しかし，これら市民社会
科への警鐘として，評価研究者から「提唱さ
れた社会科において，学習成果として実際に
評価可能になったもののみが，その社会科教
育において実際に形成される学力となる」の
であり「意図・願望でなく，事実としてその
社会科でどのような資質形成がなされたか
を明らかにするのが評価研究である」，また，
「第 15 回社会系教科教育学会」シンポジウ
ム基調での「評価できないものを学力と称す
ることは裸の王様に等しい。（中略）公民（市
民）的資質については納得しうるデータがな
い」(於:兵庫教育大学,2004)等，研究の遅れに
対する深刻な問題が指摘される現状にある。 
「市民的資質は如何に評価可能か」。平成

20年版学習指導要領ではさらに，他者との関
係を重視する「構成主義」学力観が基盤とな
り，中学校社会科公民的分野における「対立
と合意，効率と公正」や高等学校現代社会に

おける「幸福・正義・公正」など，より市民
的資質育成の重視が鮮明となった。とりわけ
学び手の他者との関係構築的な事実認識や
価値判断としての市民的資質を如何に評価
するかは既に学校現場に突き付けられた現
実課題であり，それに応えうる十分な解を持
ち合わせていない学術研究においても避け
て通ることのできない喫緊の課題である。 
今日，前述した市民社会科の現状は，総じ

て，「〜すべきか」価値判断を援用する論理
枠組としてトゥールミン図式の作成を方法
に論理を精緻化させ，学習者に形成された価
値認識の妥当性や正当性を可視化し，同時に
同図式が評価資源とされる。とはいえ，議論
や交渉など対話による社会的な判断を要す
る「合意形成」「社会形成」では，関係構築
的な認識形成の点から，評価根拠の説得力を
欠くと言わざるを得ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は，社会科の究極目標である「社会
の形成者としての市民的資質」の育成に照射
し，PISA 型読解力やキー・コンピテンシー
（OECD）でも指摘される「他者との関係構
築的な認識形成」（いわゆる「アーギュメン
テーション」：理由付けの主張／それら主張
のやりとり）について，社会科固有の枠組を
もとにペーパーテスト開発として，その評価
方途を明らかにすることを目的とする。 
具体的には，学問的な認識論や社会構築論
等をもとに社会科評価の観点や規準等を析
出し，中学校社会科において，議論や交渉な
ど他者との対話的な相互作用を前提とする
社会のわかり（「かかわりの知」）を測定する
評価問題としてペーパーテスト事例に具体
化，類型化して開発し，それら有効性の検証
を通して提案することをねらう。 
 
３．研究の方法 
⑴ 中学校社会科の各種学力調査，入学試験，
定期考査等，ペーパーテスト事例を収集し，
特に「社会科の方法原理（依拠する認識論や
社会構築論等）」及び「他者との関係構築的
な認識形成（の有無）」の観点から，市民的
資質の指導と評価の実態を分析し，具体的な
課題を明確化する。これらをもとに，「社会
の形成者としての市民的資質」を評価するペ
ーパーテスト作成の基盤となる，社会科固有
の評価枠組みを明らかにする。 
⑵ 析出された社会科固有の評価枠組みをも
とに，定期考査，入学試験，学力調査等での
実用を想定して，具体化された問題事例を開
発する。 
⑶ 開発した問題事例について，授業・評価
を実践して得られたデータをもとに，通過率，
正答・誤答例等の分析から，開発した問題事
例の妥当性及び信頼性を検証して広く提案
する。 
 
４．研究成果 



本研究の総括的な成果は以下の３点であ
る。１点目は，アーギュメンテーションの
視点から社会科評価の現状は，他者性の欠
如，価値関係的･規範的判断の評価手続きの
不備，解答しつつ「新たに学ぶ」足場かけ
の欠如の問題点を指摘した。２点目は，こ
れらの問題点を克服するため，市民的資質
を育成する社会科枠組み「かかわりの知」
と学習科学での「学習者中心のデザイン」
（LCD）を統合し，評価問題作成の基盤と
なる，社会科固有の「足場かけ方略」11策
を明らかにした。３点目は，「足場かけ方略」
により開発した評価問題事例を中学校社会
科で試行し効果を検証した。その結果，我々
が提案する「足場かけ方略」は，生徒が解
答しつつ「新たに学ぶ」段階的な思考方略
として，社会科のアーギュメンテーション
評価において有効であることを実証的に明
らかにした。 
また，本研究の方向性としての成果につ
いて，以下の２点を見込んでいる。１点目
は，「用語暗記」の目的化から，社会科の本
質「市民的資質」育成へ授業改善される。
一般に中学校での社会科授業では，入学試
験の問題傾向（個別的知識の暗記）に対応
する「指導と評価の一体化」が見られる。
方法的には本末転倒であるが，本研究の成
果が，広く中学校社会科の教科書，参考書，
問題集等の学習材，さらには諸学力調査，
入学試験等に浸透すれば，これに対応すべ
く，社会科授業の様態が，暗記を前提とし
た知識注入から，議論，交渉など対話によ
る関係構築的な認識形成へ，つまり社会科
の本質「社会の形成者としての市民的資質」
の育成に向かって改善されることが予想さ
れる。２点目は，中等社会科において，PISA
や新教育課程が指摘する学力が評価可能と
なる。PISA調査での読解力は，「自らの目
標を達成し，自らの知識と可能性を発達さ
せ，効果的に社会に参加するために，書か
れたテキストを理解し，利用し，熟考し，
これに取り組む能力」と定義される
(OECD,2009)。また，OECD の学力指標，
キー・コンピテンシーは，①個人と社会と
の相互関係，②自己と他者との相互関係，
③個人の自律性と主体性，３つのカテゴリ
ーからなる。両調査，指標とも「社会参加/
形成」，「相互関係」など他者との「関係構
築的な認識形成」が重要な学力要素として
定義付けられている。これらを改訂根拠の
１つとして，新教育課程では，「基礎的・基
本的な知識・技能」を活用し，「思考力･判
断力･表現力」を育成することが基盤とされ
る。特に社会科では，「思考力･判断力･表現
力」は新生徒指導要録における評価の第二
観点として，（旧「技能・表現」から変更し
て）位置付けられ，そのため「言語活動の
充実」が図られること，「社会の形成に参画
する学習」を重視することが必要と指摘さ
れている。これらの背景には，「表現力」が

技能ツールから思考ツールとして役割を転
じ，「考えを伝え合うことで，自分の考えや
集団の考えを発展させる」，つまり，「他者
との関係構築的な認識形成」として，議論
や交渉など他者との対話的な相互作用を前
提とする社会のわかりが目指されていると
言えよう。本研究は中等社会科において，
PISA や新教育課程が指摘する学力を評価
可能にするものである。 
さらに，本研究に携わる研究推進体制（代
表者・協力者）における具体的な成果とし
て，以下の３点を考える。まず１点目は，
理念・理論の提案にとどまらない，具体的，
実践的な社会科評価研究を“試行実践レベ
ル”で推進できていることがあげられる。
このことと関連し２点目として，研究代表
者（豊嶌）とともに，中学校で実際に社会
科の指導に携わる教員（本学三附属中学校
教員及び柴田ら）及び社会科教育研究に携
わる大学院生（平田・野田ら）・大学生ら研
究協力者による実践研究チームにより，中
学校社会科パフォーマンス評価問題作成プ
ロジェクトとして，問題作成の方略を発表
者以外の研究協力者とともに共有し，問題
事例の開発・蓄積を広範囲に推進できてい
ることである。加えて３点目は，実際に開
発したペーパーテストを実施，分析した事
例から，「関係構築的な認識形成」への“逆
向き設計”として授業改善を志向する教師
の意識変化が現れていることである。 
翻って，今後の課題として，以下の３点を
捉えている。１つ目の課題は，開発した問題
事例の質(妥当性・信頼性，ルーブリックや
アンカーを含む)についての(子どもの解答
に基づいた)分析的検討・改善が必要である。
２つ目の課題は，中学校社会科の各分野内容
にかかわって，より多くの問題事例を開発す
る必要がある。３つ目の課題は，各フレーム
ワークにおける問題作成アイコンの追加・修
正など検討を深め，県内外の中学校現場への
問題作成方略・アイコンの提供，敷衍による
社会科授業改善の推進を最終的な目標とし
て具現する方途を明らかにする必要がある。 
なお，ここまでの本研究報告の詳細につい
ては，平成２４〜２６年度科学研究費助成
事業（基盤研究（C））研究課題名：「他者
との関係構築的な社会認識形成を評価する
中学校社会科のペーパーテスト開発」課題
番号：２４５３１１４３による共同研究の
成果報告（紙媒体）を参照されたい。 
また，開発した評価問題事例についての実
践及び分析結果の詳細については別の機会
（全国社会科教育学会『社会科研究』第 85
号，2016 年発刊予定に掲載決定）にゆずる。 
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